
「科学における未解決問題に対する計測ニーズ」俯瞰ワークショップ 
開催趣意書 

 
独立行政法人 科学技術振興機構 

研究開発戦略センター 計測技術に関する横断グループ 

 

1. 背景と目的 
独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター（CRDS）は、科学技術

に求められる社会的・経済的ニーズを踏まえて、国として重点的に推進すべき研究領域や

課題を選定し、そのファンディング戦略を明確にするための活動を行っております。 

今年度、計測技術に関する横断グループでは掲題に係る研究開発分野について、様々な

計測ニーズを探るとともに、そのニーズを充足する研究開発のファンディング戦略の検討

を行っております。具体的には、「計測はmother of science（計測があって科学の発展があ

る）」との観点から、「科学における未解決問題と、そこで必要とされる計測ニーズ」を俯

瞰的に展望し、今後重要となる研究開発分野、領域、課題およびその推進方法等の抽出を

試みようとしております1。 

今回開催するワークショップでは、「生命」、「ナノ・物質」、「情報・通信」、「環境・エ

ネ」の４つの科学分野における未解決問題は何か？、そこで必要とされる計測ニーズは何

か？について、インタビュー・調査結果を踏まえ、さらに各分野の有識者と、計測分野の

有識者が議論することによって俯瞰的に共通認識し、重要課題の抽出を検討するものです。

さらに次のステップで、その計測ニーズを達成するための技術シーズの構成、必要な人員

や研究推進体制、企画立案から実行にわたるシナリオ等について議論する予定でおります。 

 

2. オーガナイザー 
吉川 弘之 JST 研究開発戦略センター センター長 

      兼 同センター 計測技術に関する横断グループ 総括 

 

3. モデレーター 
佐藤 勝昭 JST 戦略的創造研究推進事業さきがけ 

「革新的次世代デバイスを目指す材料とプロセス」 研究総括 

兼 研究開発戦略センター 計測技術に関する横断グループ フェロー 

 

 

 
                                                      
1 以下の資料（別紙２）を参照のこと。 
調査報告「計測・分析技術に関する諸外国の研究開発政策動向」（平成 22 年 8 月発行） 
科学技術振興機構/研究開発戦略センター （はじめに 「新たなサイエンスを拓く計測技

術の研究開発」CRDSセンター長 吉川弘之）http://crds.jst.go.jp/output/pdf/10rr01.pdf

資料１ 

http://crds.jst.go.jp/output/pdf/10rr01.pdf


4. 期待するアウトプット 
（１） 「生命」、「ナノ・物質」、「情報・通信」、「環境・エネ」の４つの科学分野におけ

る未解決問題と、そこで必要とされる計測ニーズの俯瞰 

（２） ４つの科学分野における計測の水準（特徴）・トレンド 

（３） 今後重要となる計測技術の研究開発分野、課題の抽出 

 

5. ワークショップに関する情報取り扱い 
ワークショップ当日の情報・著作物の取り扱いについて、別に定める原則に基づき運営

することとしております。ご参加の際は、ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

6. 連絡先 
（独）科学技術振興機構 研究開発戦略センター 

環境・エネルギーユニット／計測技術に関する横断グループ 

フェロー 丸山 浩平 

TEL: 03-5214-7485 / FAX: 03-5214-7385 

Email: k3maruya@jst.go.jp 

（以 上）
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